P2‐3［小説１］

――同じ高校に通うEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とおる),融)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),甲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だ),田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たか),貴)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),子)は、同じ父を持つ異母きょうだいである。しかし、それぞれの母親と暮らす二人は、高校に入るまでほとんど接点がなかった。以下は、融が自宅の部屋で貴子のことを考える場面である。――
　融は、自分が甲田貴子と同じクラスになったことを母親に話さなかった。今でもそのことを口にしたことはない。
　クラスの名簿を見て母親も気付いているはずだが、二人ともこの件に関して口に出したことはなかった。もっとも、赤の他人について何を話し合う必要があるだろう？
　甲田貴子を自分のきょうだいだと考えたことは一度もなかった。
　同じ学年で同じ高校に進学したと知った時も、ⓐフシギな感じがしただけだ。（　　Ａ　　）三年で同じクラスになるとは思わなかったけれども。
　融は荷物を詰める手を休め、窓を開けた。夜の冷たい空気がゆっくり流れこんでくる。
　頭を出して空を見ると、漆黒の静かな星空が広がっていた。
　貴子と自分の関係を知る者は誰もいない。貴子のほうも、誰かに話しているⓑ気配はなかった。彼は①極力無視する態度を取っていたが、この居心地の悪い状態がいつもどこかで気に掛かっていた。二人は口裏を合わせて黙っている共犯者のようだった。
　おかしなことに、そんな自分と貴子の間にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 11(うわさ),噂)が立っていた。そのことを友人から聞かされた時には仰天したものだ。
　おまえと甲田って、出来てるんだって？

　面食らうのと同時に、みんながよく見ていることに驚いたものだ。自分と貴子の間に、口に出さなくとも②奇妙な緊張感のようなものがあることに気付いている。その理由に思い当たる人間はいないだろうし、説明することもないだろうが。
　もう三年近くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 11(た),経)つんだな。
　融はあの雨の朝を思い出す。初めて貴子と顔を合わせた日の朝を。
　貴子はフシギそうな顔をして自分を見ていた。初めて見るⓒメズラしい動物みたいに。そのⓓ無邪気とも言えるあどけない表情に、③どうしようもないEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 11(いら　だ),苛立)ちを覚えたことを昨日のことのように思い出す。
　貴子はいつも落ち着いている。教室でも、廊下でも。クラス替えの朝も、びっくりしたような顔はしていたが、むしろ面白がるような表情だったのが印象に残っていた。自分の苛立ちが彼女に伝わらないのが融には歯がゆかった。融が世界に自分の居場所を確保しようとあくせくしているのに、貴子はいつも自然にその場にいるというのがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 11(め　ざわ),目障)りだった。（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 9(おん　だ),恩田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 9(りく),陸)「ピクニックの準備」）
問１　＝＝線部ⓐ～ⓓの漢字はひらがなに、カタカナは漢字にそれぞれ直しなさい。
ⓐ＝〔　　　　〕　　　ⓑ＝〔　　　　〕
ⓒ＝〔　　　　〕しい　ⓓ＝〔　　　　〕
問２　本文中の（　）Ａに入れるのに最も適切な言葉を次から選び、記号で答えなさい。「～とは思わなかった」という表現に注目。

ア　やはり　　イ　たしか　　ウ　まさか
〔　　　　〕
問３　――線部①について、融が「極力無視する態度を取っていた」のはなぜか。それを説明した次の文の空欄に適切な言葉を補いなさい。

融は、どのような気持ちから無視する態度を取っているのかを考えてみよう。

融は、甲田貴子が自分のきょうだいであることをみんなに知られることを［　　　　　　　　　　　　　　　］

いたから。
問４　――線部②「奇妙な緊張感のようなものがある」という状態の説明として最もふさわしいものを次から一つ選び、記号で答えなさい。

二人が互いをどう思っているのかを文章全体から読み取ろう。

ア　互いに異性として意識しているために避けあっていること。
イ　互いに強い憎しみを感じているために避けあっていること。
ウ　きょうだいであることを周囲に知られたくなくて意識的に避けあっていること。
〔　　　　〕
問５　――線部③「どうしようもない苛立ちを覚えた」について、融の苛立ちの理由をよく説明している文章を本文中から一文抜き出し、その文の最初の五文字を答えなさい。

もう一カ所「苛立ち」という言葉が出てくる。その近くを探してみよう。
［　　　　　　　　　　］

問６　融と甲田貴子の二人の関係を比喩的に述べた表現を、解答欄に合う形で本文中から十五字以内で抜き出しなさい。

「二人」という言葉の近くを探してみよう。

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］のような関係。
【解答】

　問１　ⓐ不思議　ⓑけはい　ⓒ珍〔しい〕　ⓓむじゃき
　問２　ウ

　問３　嫌がって（恐れて）

　問４　ウ

　問５　融が世界に

　問６　口裏を合わせて黙っている共犯者〔15字〕〔のような関係。〕
P4-5［国語基礎力］

［「ピクニックの準備」関連問題］
１　次の空欄に、例にならって、下の意味にふさわしい表現になるように、色を表す適切な漢字を入れなさい。

例　赤の他人　まったく関係や縁のない人。

①［　　　］二才　　年若く経験の少ない男の人。

②［　　　］字　　　収入が支出より多いこと。「赤字」の反対。

③［　　　］菜に塩　力をなくしてしおれているさま。

④青天［　　　］日　青空に輝く太陽。転じて、心にやましいことがないこと。
２　「情」という字は、「りっしんべん」と「青」という字から成り立っている。「りっしんべん」と次の漢字を合わせるとどんな漢字ができるか。例にならって答えなさい。

例りっしんべん＋青＝（　情　）（　　　なさ　　　　）けない

①りっしんべん＋亡＝（　　　）（　　　　　　　　）しい

②りっしんべん＋昔＝（　　　）（　　　　　　　　）しむ

③りっしんべん＋真＝（　　　）（　　　　　　　　）む

④りっしんべん＋布＝（　　　）（　　　　　　　　）い

⑤りっしんべん＋吾＝（　　　）（　　　　　　　　）る
［正しい漢字］

１　次の漢字の正しいほうの記号に○をつけなさい。【図略】
①平（ア　均　　イ　■　　）点は80点だった。

②友（ア　■　　イ　達）と会う。

③家（ア　■　　イ　庭）教師につく。

④ゴッホ（ア　展　　イ　■　　）に行った。

⑤新入生の歓（ア　■　　イ　迎）会。

［正しい筆順］

１　次の字の赤の部分は何画目か。漢数字で答えなさい。【図略】
①上　（　　　　）　⑥馬　（　　　　）

②必　（　　　　）　⑦疲　（　　　　）

③善　（　　　　）　⑧発　（　　　　）

④医　（　　　　）　⑨飛　（　　　　）

⑤成　（　　　　）　⑩柳　（　　　　）

［言葉の意味１　漢語］

１　次の言葉の意味として正しいほうを選び、記号に○をつけなさい。

①終日　ア　一日の終わり。

　　　　イ　一日中。朝から晩まで。

②実践　ア　実際に行うこと。

　　　　イ　経験から得た理論。

③台頭　ア　勢力が増してくること。

　　　　イ　周囲より高く、広くなっている土地。

④意図　ア　人をだまそうとすること。

　　　　イ　何かをしようとする計画・考え。

⑤重複　ア　同じ物事が二度以上重なること。

　　　　イ　人を重い地位に取り立てて使うこと。

⑥陳腐　ア　事情を話してわびること。

　　　　イ　ありきたりで古くさいこと。

⑦含蓄　ア　深い意味や味わいがあること。

　　　　イ　書物の意味を理解し、よく味わうこと。

⑧確執　ア　互いに自分の意見を強く主張して譲らないこと。

　　　　イ　心が強くひかれて離れられないこと。

⑨克明　ア　自分の怠け心や欲望にうち勝つこと。

　　　　イ　細部にまで気を配り、一つひとつ丁寧であるさま。

［文字の使い分け・句読点］

１　次のひらがな書きの文を、漢字・かな交じり文にしなさい。

　かのじょは、ひとまえではなしたりうたをうたったりすること、つまりぱふぉーまんすがだいすきでした。

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

２　例にならって、次のそれぞれの文に読点（、 ）を打ち、意味の違う二つの文を作りなさい。

［例］　彼は、すぐに走る友達を追いかけた。

　　　　彼はすぐに、走る友達を追いかけた。

①　き み は し ら な い の で す か。

　　き み は し ら な い の で す か。

②　か わ い ら し い 彼 女 の ポ シ ェ ッ ト。

　　か わ い ら し い 彼 女 の ポ シ ェ ッ ト 。

③　先 生 は 必 死 に な っ て 断 っ て い る 生 徒 を 説 得 し た。

　　先 生 は 必 死 に な っ て 断 っ て い る 生 徒 を 説 得 し た。

【解答】

「ピクニックの準備」関連問題
１　①青　②黒　③青　④白

２　①忙・いそが〔しい〕　②惜・お〔しむ〕　③慎・つつし〔む〕

　④怖・こわ〔い〕　⑤悟・さと〔る〕
正しい漢字

１　①ア　②イ　③イ　④ア　⑤イ

正しい筆順

１　①一　②二　③五　④二　⑤六　⑥三　⑦七　⑧四　⑨七　⑩九

言葉の意味（１）

１　①イ　②ア　③ア　④イ　⑤ア　⑥イ　⑦ア　⑧ア　⑨イ

文字の使い分け・句読点

１　彼女は、人前で話したり歌を歌ったりすること、つまりパフォーマンス

　が大好きでした。

２　①　きみ、はしらないのですか。

　　　　きみは、しらないのですか。

　　②　かわいらしい、彼女のポシェット。

　　　　かわいらしい彼女の、ポシェット。

　　③　先生は、必死になって断っている生徒を説得した。

　　　　先生は必死になって、断っている生徒を説得した。
